
日　時
2026年

9月2㈬
日･3㈭

日
10：00～17：00（3日は16：00終了）

会　場

アクセスサッポロ
札幌市白石区流通センター4丁目3番55号
事務局電話　011-861-3210（8月31日～9月3日）

主　催
HOPE実行委員会

北海道印刷工業組合
北海道グラフィックコミュニケーションズ工業組合
北海道製本工業組合・北海道フォーム印刷工業会

北海道紙器段ボール箱工業組合
一般社団法人日本グラフィックサービス工業会北海道支部

後　援
経済産業省北海道経済産業局・北海道・札幌市
北海道中小企業団体中央会・札幌商工会議所

一般社団法人北海道中小企業家同友会
一般社団法人日本グラフィックサービス工業会

協　賛
株式会社印刷出版研究所

ニュープリンティング株式会社
印刷タイムス株式会社

公式ガイドブック
D X 共 創 · デ ジ タ ル 革 命
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HOPE（HOKKAIDO PRINT EXPO）は、展示会とセミナーを組み合わせた情報発信と学びHOPE（HOKKAIDO PRINT EXPO）は、展示会とセミナーを組み合わせた情報発信と学び
の場として、2016年からこれまで９回開催して参りました。の場として、2016年からこれまで９回開催して参りました。

お蔭様で多くの方々から高い評価をいただいております。お蔭様で多くの方々から高い評価をいただいております。
印刷産業を巡る環境は、少子化と急速な高齢化などの社会経済の構造的な課題、中東情勢の印刷産業を巡る環境は、少子化と急速な高齢化などの社会経済の構造的な課題、中東情勢の

不安定によるさらなるエネルギー・原材料価格の高騰、人手不足への対応などが強いられ、依然不安定によるさらなるエネルギー・原材料価格の高騰、人手不足への対応などが強いられ、依然
として厳しい状況が続いており、加えて価格転嫁対策、脱炭素への取り組み、DXや働き方改革のとして厳しい状況が続いており、加えて価格転嫁対策、脱炭素への取り組み、DXや働き方改革の
推進などの課題も山積しています。推進などの課題も山積しています。

このような未曽有の転換期の渦中にあり、印刷企業が永続的な発展を遂げるためには、過去のこのような未曽有の転換期の渦中にあり、印刷企業が永続的な発展を遂げるためには、過去の
延長線から脱却した新しい印刷産業へのリ・デザインが求められています。延長線から脱却した新しい印刷産業へのリ・デザインが求められています。

そのためには、ハードとソフトの両方に着目をして、新しい目線で印刷産業を捉え、印刷産業がそのためには、ハードとソフトの両方に着目をして、新しい目線で印刷産業を捉え、印刷産業が
発展を遂げられるようにしていかなければなりません。発展を遂げられるようにしていかなければなりません。

さらに、デジタル・AI技術等の急速な進展により、社会においての情報の多様化が加速し、さらに、デジタル・AI技術等の急速な進展により、社会においての情報の多様化が加速し、
文化と情報コミュニケーションの担い手である印刷産業の果たす役割と責任は一層重要になり、文化と情報コミュニケーションの担い手である印刷産業の果たす役割と責任は一層重要になり、
社会や人々から求められる期待も日増しに大きくなっています。社会や人々から求められる期待も日増しに大きくなっています。

このような状況を踏まえ、第10回となります今年の「HOPE2026」は、出展者の皆さんと来場このような状況を踏まえ、第10回となります今年の「HOPE2026」は、出展者の皆さんと来場
者の皆さんがコミュニケーションを図り、各社が新たな価値を見出し、新しいかたちのビジネスを者の皆さんがコミュニケーションを図り、各社が新たな価値を見出し、新しいかたちのビジネスを
展開し、発展を続けられるよう開催準備を進めています。展開し、発展を続けられるよう開催準備を進めています。

本年も、９月２日（水）・３日（木）２日間の平日に、札幌市白石区のアクセスサッポロで、「DX共創・本年も、９月２日（水）・３日（木）２日間の平日に、札幌市白石区のアクセスサッポロで、「DX共創・
デジタル革命～印刷は儲かるビジネス、紙メディアの魅力をデザインする～」をテーマに開催します。デジタル革命～印刷は儲かるビジネス、紙メディアの魅力をデザインする～」をテーマに開催します。

HOPE2026は、過去９回の反省点を踏まえ、さらに工夫を凝らし、情報発信と学びの場として、HOPE2026は、過去９回の反省点を踏まえ、さらに工夫を凝らし、情報発信と学びの場として、
より有効に活用できるように努めて参ります。より有効に活用できるように努めて参ります。

情報発信の場としての展示会では、45社の皆さまから、印刷産業として勝ち続けるための最新情報発信の場としての展示会では、45社の皆さまから、印刷産業として勝ち続けるための最新
の機器・技術・サービス・情報等が紹介されています。の機器・技術・サービス・情報等が紹介されています。

学びの場としてのセミナーでは、実行委員会主催のパネルディスカッションとテクニカルセミ学びの場としてのセミナーでは、実行委員会主催のパネルディスカッションとテクニカルセミ
ナー、６社の出講による６セッションの出展社企画セミナーの合計８セミナーを構築し、経営・ナー、６社の出講による６セッションの出展社企画セミナーの合計８セミナーを構築し、経営・
営業・技術・サービス・情報等について広く勉強の機会を用意させていただきました。営業・技術・サービス・情報等について広く勉強の機会を用意させていただきました。

印刷関連業の皆さまをはじめ、印刷ユーザーの皆さまにも、是非、ご来場いただき、日々、革新印刷関連業の皆さまをはじめ、印刷ユーザーの皆さまにも、是非、ご来場いただき、日々、革新
する印刷産業の現状を共有いただき、お互いに課題解決の突破口を見出すチャンスにして行きまする印刷産業の現状を共有いただき、お互いに課題解決の突破口を見出すチャンスにして行きま
しょう。しょう。

多くの皆さまのご来場を心よりお待ちいたしております。多くの皆さまのご来場を心よりお待ちいたしております。

� HOPE実行委員会

� 会長　岸　昌洋

HOPE2026は、ご来場者および出展各社・関係者のご協力のもと、安全・衛生に配慮し開催し

ます。

ご来場の皆さまには、場合によっては、多少ご不便をお掛けすることになることがあるかも知れま

せんが、何卒、事情をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

受付方法

①名刺を1枚ご持参ください。入場証に添付いただきます。
②�名刺をお持ちでない方は、下記の「入場ネームカード」に
　事前にご記入いただき、切り離しのうえ、ご持参ください。

ご持参いただきました、名刺・ネームカードは、個人情報保護のため、
お帰りの際は、必ずお持ち帰りくださいますようお願いします。

事業所名

役 職 名

氏 名

（切り取り線）

（切り取り線）

HOPE2026「入場ネームカード」

実行委員会からのお願い

HOPE2026 開催のご案内 HOPE2026 ご来場のご案内
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パソコンの場合

☟こちらにアクセス
https://www.print.or.jp/form/
hope2026form.html スマホの場合

☞こちらのQRコードから
　アクセス

セミナー／第１日【受講は完全予約制】� ９月2日水
〔会場〕Ａ：小展示場（1階）　Ｂ：レセプションホール（2階）

●セミナー受講は、完全予約制です。下記よりお願いします。

受講申込期日 令和8年8月26日㈬（ただし、申込先着順とし、定員に達し次第、申込受付を終了します。）

時間 会場 セミナー番号 受講料

10：30～12：00 A パネルディスカッション 無料

主
催
会
社

HOPE実行委員会

12：30～13：30 B ① 無料

主
催
会
社

印刷タイムス株式会社

13：45～14：45 A ② 無料

主
催
会
社

リコージャパン株式会社

15：00～16：00 B ③ 無料

主
催
会
社

ホリゾン・ジャパン株式会社

テーマ & 講師 講演内容 定員

印刷業界4団体会長が本音と覚悟を語る
～今、印刷業界に求められていること・その導線をどう考えるのか～

《パネリスト》
全日本印刷工業組合連合会　会長 瀬 田 章 弘 氏

一般社団法人日本グラフィックサービス工業会� 会長 原 田 大 輔 氏

日本グラフィックコミュニケーションズ工業組合連合会　会長 錦山慎太郎 氏

全日本製本工業組合連合会� 会長 田 中 眞 文 氏

《ファシリテーター》
一般社団法人日本グラフィックサービス工業会� 直前会長 岡 本　 泰 氏

印刷業界4団体の会長が、「今、印刷業界に求められていること」について、本音で意見交換!
伝えるコミュニケーションの使命・本質を司る印刷業界の明るい未来を示唆し、展望を語っていただ

きます。
50人

印刷会社の未来を再設計する
～価格競争から価値創造へ～

株式会社ソウブン・ドットコム� 代表取締役 木 村 崇 義 氏

シンクイノベーション株式会社� 代表取締役 三 輪 直 之 氏

【進行】印刷タイムス株式会社

原材料費や人件費の高騰、市場環境の変化が進む中、印刷会社はこれから何を強みに成長していくべ
きか。学術団体支援を軸に事業領域を拡大したソウブン・ドットコム・木村崇義氏と、推し活市場で新
たなビジネスモデルを構築したシンクイノベーション・三輪直之氏が対談。価格競争から脱却し、顧客課
題の解決や価値協創を通じて収益を生み出す仕組みづくり、人材不足時代の自動化戦略、地域印刷会社
の可能性について語り合います。

40人

自分で使う道具は自分で作る時代
〜「Illustrator x スクリプト」はじめの一歩

株式会社スイッチ� 代表取締役 鷹 野 雅 弘 氏

llustratorのアクションでは限界がある「そもそもできないこと」を実現するのがスクリプトの力です。
今や、生成AIを活用すればプログラミング知識ゼロからでもスクリプトを作れる時代。本質はコード書

きではなく、「自分の作業を俯瞰し、無駄を見抜く視点」を養うことにあります。
本セッションでは、スクリプトの動かし方の基本から、AIを使った簡単なツール制作までをコンパクト

に凝縮してご紹介。単なる自動化を超えて、自分の仕事を自分で進化させる一歩を踏み出しましょう!

50人

常識を疑おう！
今こそ経営者が変えるべき『マインドセット』と、
ホリゾンが描く未来のスマートファクトリー

ホリゾン・ジャパン株式会社� 代表取締役社長 宮 﨑　 進 氏

人手不足や人件費の高騰、価格転嫁に悩む印刷業界。今必要なのは設備の導入だけでなく経営者の
「マインドセット」の刷新です。

本セミナーでは他産業の自動化と人間解放の思想をヒントに、古い常識の打破をご提案します。そし
て、ホリゾンが描くスマートファクトリーのその先にある「従業員の幸せ」と、若者が集まる高収益で

「花形」な印刷工場へ変革するシナリオを参加者と一緒に考えていきます。

40人
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セミナー／第２日【受講は完全予約制】� ９月3日木
〔会場〕Ａ：小展示場（1階）　Ｂ：レセプションホール（2階） パソコンの場合

☟こちらにアクセス
https://www.print.or.jp/form/
hope2026form.html スマホの場合

☞こちらのQRコードから
　アクセス

●セミナー受講は、完全予約制です。下記よりお願いします。

受講申込期日 令和8年8月26日㈬（ただし、申込先着順とし、定員に達し次第、申込受付を終了します。）

時間 会場 セミナー番号 受講料

10：30～12：00 A テクニカルセミナー 無料

主
催
会
社

HOPE実行委員会

12：30～13：30 B ④ 無料

主
催
会
社

プリントネット株式会社

13：45～14：45 A ⑤ 無料

主
催
会
社

株式会社いけうち

15：00～16：00 B ⑥ 無料

主
催
会
社

ハイデルベルグ・ジャパン株式会社

テーマ & 講師 講演内容 定員

「AI=常識」時代のクリエイティブ活用法

スタジオねこやなぎ� 代表 大 須 賀　 淳 氏

生成AIの爆発的進化は社会のあらゆる分野において最大のトピックとなり、クリエイティブ分野におい
ても、一時の流行ではない「新しい常識」を生み出し始めています。

本セミナーでは、AdobeのPhotoshopやIllustratorなどの定番ツールや各種のAIサービスを活用し、
これまでの作業の大幅な効率アップ、クオリティ向上や新たな可能性の開拓など、あらゆる未来につなが
るワークフローや使いこなしポイントをご紹介します。

50人

ファブレス時代の印刷会社の営業戦略

プリントネット株式会社� 特販部 部長 川 野 正 一 氏

弊社は1968年に小規模事業者として創業し、現在は全国に向けてネット印刷サービスを提供しており
ます。

近年では、設備投資よりも利益に直結する手段として、多くの印刷会社様の外注パートナーとしても
ご活用いただいております。

本セミナーでは、ネット印刷を活用し、ご利用者様がどのように弊社を活用して課題を解決しているか
を、具体的な事例とともにご紹介します。

40人

湿度管理で創る、品質と生産性が向上する印刷環境

株式会社いけうち� 空調事業部 マネージャー 堀 場 晃 平 氏

本セミナーでは、乾燥による静電気の発生や、用紙の伸縮といった印刷業界共通の課題を解決し、最適
な生産環境を維持するための各種加湿システムについてご紹介いたします。

実際の使用事例に基づき、2流体加湿システムや1流体加湿システムによる静電気対策、乾燥対策、
冷房効果を含めた手法や実績などをわかりやすく解説いたします。

50人

利益を生み出す印刷工場の新常識
～デジタルとオフセットを活かした生産性向上と収益力強化～

ハイデルベルグ・ジャパン株式会社
� エクイップメントソリューションズ本部 松 尾　 力 氏

人手不足や多ジョブ・小ロット化が進む印刷業界において、デジタル印刷とオフセット印刷を組み合
わせたハイブリッド生産が、新たな生産モデルとして注目され始めています。セミナーでは、ジョブごとに
最適な生産方式を選択し、生産性と収益性を向上させるための考え方や実践手法をお伝えします。受注
から製版、印刷、加工までの工程をデータでつなぎ、自動化・省人化を推進することで、属人的な業務や
判断を削減し、安定した生産体制の構築につながります。限られた人員でも利益を生み出せる「スマート
プリントショップ」実現に向けたヒントをお届けします。

40人
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展示会 会場案内図

㈱光文堂

㈱グラフィックサポート セルカム㈱

㈱ニクニ 武藤工業㈱

富士フイルム
グラフィックソリューションズ㈱

富士フイルム
ビジネスイノベーション

ジャパン㈱

シンク
イノベーション

㈱
㈱ミマキエンジニアリング

㈱キング
コーポ
レーション

大通機械
販売㈱

㈱勝田製作所

㈲Ｋ･Ｓ･Ｅ

リコージャパン㈱
ホリゾン・ジャパン㈱

富士油圧精機㈱

共同印刷機材㈱

㈱工藤鉄工所

静岡製機㈱

リョービMHI
グラフィックテクノロジー㈱

岩崎電気㈱アイグラフィックス社

㈱コスモテック

㈱ニッカ

コニカミノルタジャパン㈱ ㈱J SPIRITS ㈱SCREEN
GP ジャパン ㈱オンデオマ ㈱いけうち ㈱ジー

ティービー ㈱ジェピック シリウス
ビジョン㈱

ミューラー･
マルティニ
ジャパン㈱

広瀬鉄工㈱
ダックエンジ
ニアリング㈱

㈱CPE
コーポ

レーション

プリント
ネット㈱

(一社)日本
グラフィック

サービス
工業会

キヤノンマーケティングジャパン㈱ 理想科学工業㈱ デュプロ万博㈱ ㈱フカミヤ ㈱山櫻 嵐山デザイン
ガレージ（同）㈱ヨシダ機材 ㈱ウチダ

　テクノ
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【出展社】�

嵐山デザインガレージ合同会社
株式会社いけうち
岩崎電気株式会社アイグラフィックス社
株式会社ウチダテクノ
株式会社オンデオマ
株式会社勝田製作所
キヤノンマーケティングジャパン株式会社
共同印刷機材株式会社
株式会社キングコーポレーション
株式会社工藤鉄工所
株式会社グラフィックサポート
有限会社K・S・E
株式会社光文堂
株式会社コスモテック
コニカミノルタジャパン株式会社
株式会社ジーティービー
株式会社CPEコーポレーション
株式会社 J SPIRITS
株式会社ジェピック
静岡製機株式会社
シリウスビジョン株式会社
シンクイノベーション株式会社
株式会社SCREEN GPジャパン

セルカム株式会社
大通機械販売株式会社
ダックエンジニアリング株式会社
デュプロ万博株式会社
株式会社ニクニ
ニッカ株式会社
一般社団法人日本グラフィックサービス工業会
広瀬鉄工株式会社
株式会社フカミヤ
富士フイルムグラフィックソリューションズ株式会社
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社
富士油圧精機株式会社
プリントネット株式会社
ホリゾン・ジャパン株式会社
株式会社ミマキエンジニアリング
ミューラー・マルティニジャパン株式会社
武藤工業株式会社
株式会社山櫻
株式会社ヨシダ機材
リコージャパン株式会社
理想科学工業株式会社
リュービMHIグラフィックテクノロジー株式会社

【出展社企画セミナー（単独）】��������������������
印刷タイムス株式会社
ハイデルベルグ・ジャパン株式会社
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● 札幌市営地下鉄東西線「大谷地」駅・大谷地バスターミナルから
　�������������������������� 14分

車でご来場の方は駐車場（無料）がご利用いただけます。

● 札幌市営地下鉄東西線「大谷地」駅・大谷地バスターミナルから�� 4分

● JR「厚別」駅から������������������  4分

● JR「新札幌」駅から�����������������  7分

WALK

TAXI

MY CAR

展示会&出展社企画セナー（単独）出展社名簿 会場までの交通案内



ＨＯＰＥ実行委員会

〒062-0003　札幌市豊平区美園3条5丁目1番15号　原ビル4階
北海道印刷工業組合内

電話011-595-8071／FAX011-595-8072

［e-mail］ hope@print.or.jp　［URL］ https://www.print.or.jp

北海道印刷工業組合 検　索

詳しくはホームページをご覧ください。
https://www.print.or.jp/event/hope2026.html

この印刷物は、CSRに取り組む印刷会社が製作した印刷物です。


